
大和郡山 防災ニュース ２９．１月

このニュースは、市内で防災に関わる住民の皆さんに、動きや情報を
提供します。

出初式にご来場ありがとうございました！
去る１月７日、矢田の総合公園施設において、平成２９年消防出初式が開
催されました。今年は、初めて自主防災組織の代表の皆様にもご来賓として
ご出席をお願いして、４０の組織からご出席を賜りました。また、住民の皆
様も多数お越しいただきまして、特に屋外グラウンドでの、消防操法披露、
消防団・消防職員による分列行進や一斉放水の際は、観客席の大半が埋まる
ほどの盛況となりました。
式典では、「防災結束セレモニー」というものを行いました。これは、市

内において防災に関わる「自主防災組織」「消防団」「市役所」が結束を確か
めあうもので、上田市長と消防団の藪田団長、自主防災組織からは長年地域
防災活動を行われている筒井の南市場自主防災会代表の山下 浩生氏の三者
が固い握手を交わしました。
この出初式をひとつのきっかけに、自主防災組織など組織的に防災に関わ
っている住民のみならず、多くの住民の心の片隅にでも防災への関心が宿り、
また屋外式典における消防団員、消防職員の力強い行進や消防ポンプ車、救
助工作車、化学消防車、ハシゴ車（展示のみ）、救急車の行進・展示による
次代を担う子どもたちに消防への関心が生まれたらうれしく存じます。

奈良県ＬＰガス協会郡山支部・大和郡山市燃料協同組合と災
害時の協定を結びました
去る１月２０日、奈良県ＬＰガス協会郡山支部・大和郡山市燃料協同組合
と大和郡山市が「災害時におけるＬＰガス等の優先供給に関する協定」を締
結しました。この協定の内容は、大和郡山市内において地震、風水害、大火
災による災害が発生した場合に必要なＬＰガス及びＬＰガス器具の調達及び
安定供給を得るための協力体制を確保するものです。
災害時には、家屋倒壊等による被災者の避難所や仮設住宅での生活が余儀
なくされたり、電気・ガスなどの既存インフラに重大な被害が及ぶことが想
定されます。そんな時でもＬＰガスは給湯や煮炊き、暖房や発電を行うエネ
ルギー源として使用可能です。当日は市長や市内協会関係者のみならず、奈
良県ＬＰガス協会の役員も駆け付けて締結式を行い、互いにその意義を確認
すると共に、報道関係者等を通じて広くこのことをお知らせしました。



大和郡山市シルバー人材センターと災害時の協定を結びま
した。
今月は、大和郡山市シルバー人材センターとも災害時の協定を結びました。
シルバー人材センターは市と密接な関係のある公益団体で、高齢者の仕事
の創出の一環で市民や公共施設を対象に剪定や草刈作業を請け負っています
が、その際に使用している小型ダンプ車を地震、風水害、大火災による災害
が発生した場合に提供していただき、被災地の復旧や被災者の救援活動に活
かしていくものです。

防災関係各部署と２ヶ月に１度防災合同会議を行っています
大災害時に災害対策本部としても使用が想定される本庄町の防災センタ

ー。いざという時、この防災センターを拠点とする団体（警察署、大和郡山
消防署、消防団、市（市民安全課））が協力していくため、昨年７月から防
災合同会議を行っています。既にご紹介した昨年８月３１日防災センターに
おける合同災害時図上訓練もこの合同会議での発案がきっかけとなったもの
でした。１０月からは更に水防担当の市都市計画課、管理課、建設課の参加
も得て、防災担当者同士お互い顔の見える関係の中で会議や訓練などを通じ
ていざという時の協力体制を築きたいと思っています。

消防団への委託事業「空家外観調査」が終了しました
昨年６月１５日から市より消防団への委託事業「空家外観調査業務調査」
を行ってまいりましたがこのたび終了しました。結果は、調査件数３３７９
件に対し、空家件数１００８件、うち管理不全指摘件数４００件でした。今
後はこのデータを所有者への管理依頼や利活用促進に活用してまいります。

大和郡山防災のニュースは、市のＨＰでもご覧になれます
大和郡山防災ニュース 検索

⇗
消防団のニュースは、『大和郡山市消防団へようこそ！』をご覧ください！

大和郡山市消防団へようこそ 検索

⇗
編集後記
出初式が無事終わりました。消防署・団関係者にとって出初式が終わって
初めて年が明けるという実感です。防災の課題はまだまだ続きますが、自主
防災組織との新しい絆にも力を得ながらがんばりますので、今年もよろしく
お願いします。
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